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秋季研修会（ハイブリット開催）

シンポジウム　～多職種連携だからできること～

ホームページが

　リニューアル☆

　秋季研修会が、10月 16日（土）にハイブリッド方式で

開催されました。熊本県のまん延防止も解除になり、講師

の先生方も対面にての研修会になりました。

　基調講演は東京女子医科大学教授　若林秀隆先生で、リ

ハ栄養の現状が詳細に示され、栄養管理の早期対応が生活

回復に重要であり、一人一人のゴール（目標設定）を明確

にする方法など、具体的なご指導をいただき、会場には熱

意も溢れていました。リハ栄養で管理栄養士・栄養士が担

う社会的な役割を再認識することができました。

　　・医師  若林秀隆氏

　　・理学療法士 宇野勲氏

　　・看護師  橋元美和氏

　　・管理栄養士 嶋津さゆり氏 

　職種別の取り組みや多職種連携の大切さ

を改めて知ることができました。

熊本県栄養士会のホームページが新しくなります。  

研修会等のお知らせが早く・見やすくなります。  

また、会員のページも作成中です。

来年には完成しますのでどうぞご期待ください！

令和４年度より
栄養士会ラインQRコード

■ 編 集 後 記　

　終わりの見えないコロナウイルス感染症対策、いつまで続くのでしょうか。それに伴う子どもの貧困や栄
養問題が深刻になっていきます。今回はその関連についてまとめてみました。
　何かお困りのことがあれば本会へお気軽にお声掛けください。あなたの声をお待ちしています。

（公社）熊本県栄養士会　広報係

（公社）熊本県栄養⼠会からのお知らせ

←熊本県栄養士会のホームページはこちら
ヘルシーメニュー（主食、主菜、副菜、汁、デザート別）や、高齢者向けのフレイル予防レシピ
（食材別）、野菜あと一皿のレシピを掲載中！ぜひご覧ください！

（参考）厚生労働省，「新しい生活様式」における栄養・食生活のポイント
https://www.smartlife.mhlw.go.jp/common/pdf/plus1tool/reference.pdf
消費者庁，「新しい生活様式」の実践例を踏まえた新しい日常に向けて知っておいていただきたい事項
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/notice/guideline_001.html

第8号第8号

今こそ子どもの食と栄養を守ろう～経済状況と子どもの食事～
熊本県立大学　環境共生学部　准教授　坂本達昭

　私は果物の中で梨が一番好きです。梨が出回る秋が大好きです。ただ今年の秋に限っては、マーガリンや
コーヒーといった身近な食料品が値上げされ、嬉しくない値上げの秋となりました。食料品などの値上げは、
家計に直撃します。なかでも経済的に生活が苦しい家庭ほど、影響が大きいことが報道されています。
　個人の経済状況と食生活には関連があります。厚生労働省による国民健康・栄養調査からは、所得が低い
人ほど米やパンなどの穀類摂取量が多い一方、野菜や肉類の摂取量が少ないことが報告されています。この
傾向は大人だけではありません。子どもにおいても同様です。世帯収入が貧困基準以下の世帯の小学生は、
魚介類や野菜の摂取量や、たんぱく質・ビタミン・ミネラル等の摂取量が少なく、炭水化物エネルギー比率
が高いこと 1） が知られています。
　日本の経済格差は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて深刻化しています。新型コロナウイルス感
染症が、生活水準に与えた影響をたずねたところ、約 4人に 1人が以前より「生活水準が低下した」と答え
ており、世帯年収が低い人ほど新型コロナウイルス感染症の拡大による経済的な打撃を受けています 2）。
　こうした状況をうけ、熊本を含めた 5地域の先生方と共に、世帯収入と新型コロナウイルス感染症緊急事
態宣言期間（2020 年 4～ 5月）における幼児の食生活の変化との関連について、3～ 5歳児の保護者を対
象に調査を行いました。この調査からは、収入が低い家庭ほど、緊急事態宣言期間に、お菓子や甘い飲み物，
主食のみの食事、インスタント食品や缶詰の摂取が増加しており、所得が低い家庭ほど食生活に好ましくな
い変化が生じていたことが示唆されました 3）。
　コロナ禍の長期化により、子どもたちの食生活にも大きな影響が及んでいます。子どもを含め、健康な生
活を送ることが難しい人に対して、個人の状況に合わせて支援することが、これまで以上に求められている
ように思います。

1）Murayama N, Ishida H, Yamamoto T, et al. Household income is associated with food and nutrient intake in Japanese 
schoolchildren, especially on days without school lunch. Public Health Nutr. 2017;　20: 2946-2958. 
2）日本経済新聞，コロナ「生活に影響」4人に 1人　年収少ないほど打撃実感，2021 年 9 月 23 日，https://www.nikkei.
com/article/DGXZQOUE2233Y0S1A920C2000000/
3）令和２年度厚生労働行政推進調査事業費補助金，成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業）
分担研究年度終了報告書，児童福祉施設（保育所）に通所している幼児の新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言期間にお
ける食生活の変化，https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/fi les/report_pdf/202007010A-buntan6.pdf

特集
家庭の食事時間を大切に

＊今こそ子どもの食と栄養を守ろう（1P）
＊おうちで体力づくり！子どもと一緒に楽しく作るおやつ特集（2～3P）
＊熊本県栄養士会からのお知らせ（4P）
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